
普 及 項 目 養殖 

漁 業 種 類 等 かき養殖漁業 

対 象 魚 類 マガキ 

対 象 海 域 えりも以東太平洋 

弁天かき採苗指導 

北海道釧路総合振興局 

釧路地区水産技術普及指導所（小林 和馬） 

【背景・目的・目標（指標）】 

厚岸漁業協同組合（以下厚岸漁協）では、かき養殖漁業が盛んに行われているが、その

種苗の多くを宮城県産の原盤種苗に依存している。平成 23 年に発生した東日本大震災に

より、同県からの種苗供給が滞ったことで、漁業者から地場産原盤種苗の生産要望があが

り、同年から小規模施設での地場産種苗採苗試験が開始された。平成 29 年には、地場産原

盤種苗生産施設の完成を機に事業化し、新たな厚岸産ブランドかき、「弁天かき」の生産が

開始された。当所では、試験規模から事業規模での生産に移行するにあたり、平成 28 年度

から採苗方法の改良を提案するなど、生産安定化技術の確立に向けて改善を図ってきたが、

「弁天かき」の安定供給には至っていない（図１）。そのため、地場産原盤種苗の安定供給

に向けた採苗技術の確立を目的に各種試験を実施した。 

【普及の内容・特徴】 

マガキの人工採苗において、採苗器（図２）をマガキ成貝飼育海水にあらかじめ浸漬し

て採苗に用いる（以下、採苗器予浸法）ことで、採苗器へのマガキ幼生の付着が促進され

ることが知られている。この手法を厚岸漁協に提案し、令和６年２回目の試験（７月採苗）

から同手法を用いた試験を実施した。 

令和６年に実施した試験では、採苗器予浸法を施した試験区（図３）で、同手法を施し

ていない対照区よりも採苗率が高かった（表１、図４）。このことから同手法の有効性が示

唆されたため、令和７年の１回目試験（４月採苗）ではその再現性の確認を行うとともに、

予浸の方法を他に２通り設定し（図５）、試験を実施した。令和７年１回目の試験（４月採

苗）では、令和６年２回目の試験を上回る結果が得られ（表２、図６）、同手法の有効性が

示された。また、予浸の方法については、親カキ宙吊り方式および広島式で高い効果がみ

られた。令和７年２回目の試験（７月採苗）では、採苗器予浸法を行ったうえで、１水槽

に投入する幼生数を変えて試験を実施したが、全ての試験区において、これまでの結果と

比べて採苗率が著しく低下したため（表３、図７）、投入幼生数の違いによる採苗率への影

響を確認することができなかった。 

【成果・活用】 

 採苗器予浸法は、簡易かつ予浸を行わない場合よりも採苗率が高いことから、令和７年

の採苗より導入された。また、令和７年２回目の試験では確認できなかったが、１水槽あ

たりの投入幼生数を減らしても、高い採苗率を維持できるのであれば、採苗水槽を増やす

ことができるため、弁天かきの生産数向上が期待できる。 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

【その他】 

今後も採苗器予浸法を基本とした試験を継続し、投入幼生数の違いによる採苗率への影

響を確認する。また、７月に行う２回目の採苗試験では令和７年１回目の試験のような、

良好な採苗結果の再現を目指す。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※採苗率：投入幼生数に対する、付着幼生数の割合。 

※薄種率：採苗器１連（原盤 70枚）に占める、薄種原盤（付着数が表裏計 10個未満の原

盤）数の割合。 

 

 

表 裏 合計

7月18日 通常採苗 中 1000 24 70 0.7 4.9 11.9 16.8 4.0 55.2

7月18日 親カキ底置き 中 1000 24 70 0.7 7.4 25.8 33.2 8.0 32.3

採苗率
（％）

薄種率
（％）

海水量
（Ｌ）

収容連数
（連）

幼生投入数
（万粒）

幼生密度
（粒/cc）

１枚あたりの平均付着数（個/枚）
採苗日 区分 エアー強度

図１ 漁業者への配付採苗器数の推移 
（目標数量は 3,800 連であるが、配付数はその６～８割にとどまっている） 

図２ 採苗器の模式図 図３ 令和６年採苗器予浸方法の模式図（親カキ底置き） 

表１ 令和６年２回目試験結果一覧 



 

 

 

 

 

※カキ宙吊り：親カキを丸篭に収容し、それを水槽中央部に垂下する方法。 
※広島式：採苗器を横倒しに重ね、その上に親カキを置く方法。広島県の人工採苗現場で

用いられている手法。 

 

 

 

 

 

 

表 裏 合計

4月24日 カキ底置き 中 1000 24 120 1.2 33.8 39.9 73.7 10.3 0.0

4月24日 カキ宙吊り 中 1000 24 120 1.2 48.1 67.3 115.4 16.2 0.0

4月24日 広島式 中 1000 24 120 1.2 55.8 60.4 116.3 16.3 0.0

4月24日 通常採苗器 中 1000 24 120 1.2 9.6 11.8 21.4 3.0 20.8

幼生密度
（粒/cc）

１枚あたりの平均付着数（個/枚） 採苗率
（％）

薄種率
（％）

採苗日 区分 エアー強度
海水量
（Ｌ）

収容連数
（連）

幼生投入数
（万粒）

図４ 表裏別原盤１枚あたりの付着数の比較（令和６年２回目試験） 

図５ 令和７年採苗器予浸法の模式図 

表２ 令和７年１回目試験結果一覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 裏 合計

7月3日 底置き(120万) 中 1000 24 120 1.2 5.4 7.3 12.6 1.8 39.6

7月3日 底置き(60万) 中 1000 24 60 0.6 2.0 3.2 5.2 1.4 81.3

7月3日 底置き(80万) 中 1000 24 80 0.8 2.1 5.6 7.7 1.6 75.0

7月3日 広島式(120万) 中 1000 24 120 1.2 3.5 4.8 8.3 1.2 61.5

7月3日 広島式(60万) 中 1000 24 60 0.6 2.7 3.6 6.3 1.8 80.2

幼生投入数
（万粒）

幼生密度
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１枚あたりの平均付着数（個/枚） 採苗率
（％）

薄種率
（％）

採苗日 区分 エアー強度
海水量
（Ｌ）

収容連数
（連）

図６ 表裏別原盤１枚あたりの付着数の比較（令和７年１回目試験） 

表３ 令和７年２回目試験結果一覧 

図７ 表裏別原盤１枚あたりの付着数の比較（令和７年２回目試験） 


